
月　日 会議名 会議の主な内容
５月19日 本会議 正副議長の選挙、市長提出議案の説明
５月20日 常任委員会 議案の審査、採決

５月21日 本会議
各常任委員長による審査結果の報告、採決
各常任委員および議会運営委員の選任
市長提出緊急議案の説明、人事案件に同意

５月臨時会の経過

月　日 会議名 会議の主な内容
６月11日 本会議 市長提出議案の説明、人事案件に同意

６月17日 本会議 大都市制度・行財政改革調査特別委員および広域観光交流
促進調査特別委員の辞任に伴う補充選任、一般質問（４人）

６月18日～22日 本会議 一般質問（20人）
６月23日～28日 常任委員会 議案および陳情の審査、採決
６月29日 特別委員会 付議事項の調査・研究
７月１日 本会議 各常任委員長による審査結果の報告、討論、採決

６月定例会の経過

西蒲区の上堰潟（うわせきがた）公園では、一面に植えられた約6,000本のひまわりが夏の風物詩となってお
り、例年８月中旬に見頃を迎えます。（写真は第68回新潟市観光写真コンクール入選作品）

６月定例会

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

�

18
議
案
を
議
決

▼��

令
和
３
年
５
月
臨
時
会
は
、
５
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
１
億
円
の
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
、
議
会
運

営
委
員
な
ど
の
選
任
、
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

▼��

令
和
３
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
11
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
21
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
と
し
て
の
４
億
８
１
４
８
万
円

を
含
む
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
、
補
正
後
の
総
額

は
３
９
４
９
億
１
３
６
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
市
政
の
発
展
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
５
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
、
社
会
経
済

活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
議
会
が
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
だ
け
で
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
転
換
期
を
見
据
え
、

経
済
社
会
活
動
の
再
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

市
議
会
は
議
論
を
す
る
場
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、
尊
重
し
、
意
見
し
合
え

る
議
会
が
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
市
議
会
は
、
そ
の
よ
う
な
議
会

を
目
指
し
て
努
力
を
重
ね
、
互
い
に
議
論
を
深
め
な
が
ら
、
本
市
の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
市
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
長
・
副
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

副
議
長

金
子
　
益
夫

議
長

古
泉
　
幸
一

【５月臨時会】

■令和３年度一般会計補正予算
　◆新型コロナウイルス感染症対応結婚支援事業
　‌‌　令和２年３月以降に入籍し、感染症対策を徹底した結婚式などを予定してい
るカップルにクーポン券を配布する経費として、5,000万円を増額補正しました。

【６月定例会】

■令和３年度一般会計補正予算
　◆高齢者ワクチン接種タクシー利用助成事業
　‌‌　新型コロナワクチン接種をした高齢者に対し、タクシー運賃の一部を助成す
る経費として、1億9,000万円を増額補正しました。
　◆新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金
　‌‌　収入や資産が少ないなど、国の定める要件を満たす生活困窮世帯に対し、支
援金を支給する経費として、2億2,200万円を増額補正しました。

可決された主な議案

市の花「チューリップ」
発行：新潟市議会  編集：新潟市議会広報委員会 〒951-8550 新潟市中央区学校町通1番町602番地１  ☎025‐226‐3385 令和３年（2021年）8月1日

（年４回発行）

第94号

みなとまち。
みらいまち。
新潟市

●次回の定例会のお知らせ　９月定例会は９月10日から10月４日までの25日間の会期で開催の予定です。



拉
致
に
関
す
る
県
市
長
会
へ
の
要
望
と

　

自
衛
官
な
ど
募
集
事
務
へ
の
協
力

深
谷　

成
信（

翔
政
会
）

‌　
　

拉
致
被
害
者
家
族
支
援
団
体
は
、

新
潟
県
市
長
会
の
中
に
、
拉
致
事
件
の

解
決
に
関
す
る
取
り
組
み
に
特
化
し
た

組
織
を
新
設
す
る
こ
と
を
要
望
し
、
県

内
自
治
体
の
隅
々
に
ま
で
事
件
解
決
に

向
け
た
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

全
て
の
拉
致
被
害
者
を
取
り
戻
す

ま
で
絶
対
に
諦
め
な
い
と
い
う
思
い
を

共
有
し
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
県
市
長
会
や
町
村
会
と
連
携

し
、
市
長
の
会
の
立
ち
上
げ
、
そ
の
後

の
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

‌　
　

自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
伴
う
情
報

の
提
供
依
頼
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
本
市

は
名
簿
の
提
出
で
は
な
く
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
で
対
応
し
て
き
た
。
令
和
２

年
９
月
定
例
会
で
他
都
市
の
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　

募
集
活
動
に
最
低
限
必
要
な
氏

名
・
住
所
の
２
項
目
に
限
定
し
、
紙
媒

体
で
の
提
供
を
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
組
み
と

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
の
新
潟
の
未
来
図

小
泉　

仲
之

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

短
期
間
で
多
数
の
市
民
を
対
象
と
す
る

未
経
験
の
取
り
組
み
で
あ
り
混
乱
が
起

き
た
。
市
民
へ
の
情
報
提
供
不
足
も
指

摘
さ
れ
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
の

問
題
点
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

各
医
療
機
関
が
慎
重
に
対
応
さ
れ
、

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
期
待
の

高
ま
り
が
想
定
を
超
え
た
た
め
予
約
が

集
中
し
た
。
今
後
は
経
験
を
生
か
し
、

円
滑
な
接
種
環
境
の
形
成
に
努
め
る
。

‌　
　

コ
ロ
ナ
禍
は
人
口
密
集
の
大
都
市

圏
か
ら
地
方
へ
の
大
き
な
流
れ
を
生
み

出
す
機
会
で
も
あ
り
、
今
こ
そ
新
た
な

地
域
づ
く
り
や
産
業
政
策
を
準
備
す
る

べ
き
だ
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
潟
の
未

来
図
、
ま
ち
づ
く
り
や
人
口
減
少
に
対

応
し
た
経
済
・
社
会
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

情
報
通
信
技
術
を
基
盤
と
し
た
デ

ジ
タ
ル
社
会
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
り
、

市
民
理
解
を
得
な
が
ら
、
そ
の
環
境
を

用
意
す
る
の
が
行
政
の
役
割
と
考
え
る
。

浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に

　

立
地
す
る
公
立
学
校
・
園
の
状
況

栗
原　

学
（
翔
政
会
）

‌　
　

水
害
防
止
を
河
川
流
域
全
体
で
目

指
す
流
域
治
水
関
連
法
が
４
月
に
成
立

し
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
に
伴
い

避
難
指
示
を
一
本
化
し
た
避
難
情
報
の

変
更
が
本
市
で
も
５
月
20
日
か
ら
運
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
文
部
科

学
省
の
調
査
結
果
と
し
て
、
大
雨
な
ど

に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
浸
水

想
定
区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
立

地
す
る
公
立
学
校
の
状
況
が
先
日
発
表

さ
れ
た
が
、本
市
に
お
け
る
公
立
学
校
・

園
の
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
状
況
の
改

善
に
向
け
た
ソ
フ
ト
面
、
ハ
ー
ド
面
で

の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
で
は
１
１
６
校
・
園
が
浸
水

想
定
区
域
に
立
地
し
、
１
校
は
浸
水
想

定
区
域
か
つ
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
立

地
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
の
対
応
で
は

各
区
域
に
立
地
す
る
全
て
の
学
校
・
園

で
避
難
確
保
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、

ハ
ー
ド
面
の
対
応
で
は
改
築
な
ど
の
際

に
敷
地
の
盛
り
土
や
受
変
電
設
備
の
２

階
以
上
へ
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

木
崎
村
小
作
争
議
１
０
０
周
年
と

　

学
校
ト
イ
レ
の
環
境
改
善

風
間　

ル
ミ
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

農
業
改
革
だ
け
で
な
く
、
民
主
化

運
動
や
文
化
運
動
と
い
っ
た
多
様
な
面

が
あ
っ
た
木
崎
村
小
作
争
議
は
来
年
で

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
貴
重
な

郷
土
の
歴
史
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
在
の
学
校
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　

小
・
中
学
校
の
歴
史
学
習
で
は
、

地
域
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
あ

る
。
地
元
の
中
学
校
で
は
こ
の
小
作
争

議
の
歴
史
的
価
値
に
鑑
み
、
専
門
家
の

話
を
聞
く
機
会
や
北
区
郷
土
博
物
館
を

活
用
し
た
学
習
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

木崎村小作争議の50周年を記念して、昭和
47（1972）年に建てられた記念碑（北区木崎）

‌　
　

学
校
の
ト
イ
レ
は
、
子
ど
も
た
ち

が
健
康
で
安
心
感
や
ゆ
と
り
あ
る
学
校

生
活
を
送
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
手
洗
い
の
自

動
水
栓
化
な
ど
、
教
育
予
算
を
拡
充
し
、

改
修
を
急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

学
校
現
場
の
要
望
も
多
い
た
め
、

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
快
適
に
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
環
境
整
備
に
取
り
組
む
。

（
教
育
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
会
場
と

　

避
難
情
報
の
変
更
に
よ
る
対
応

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

‌　
　

企
業
集
積
地
や
工
業
団
地
な
ど
の

会
館
が
集
団
接
種
会
場
に
な
れ
ば
、
終

業
後
や
仕
事
の
合
間
に
接
種
が
可
能
と

な
り
効
率
が
良
い
。
対
象
人
数
の
制
限

な
ど
と
い
っ
た
職
域
接
種
の
要
件
の
壁

に
も
阻
ま
れ
ず
、
近
隣
住
民
も
利
用
し

や
す
い
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　

64
歳
以
下
の
接
種
が
本
格
化
し
て

い
く
中
、
接
種
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
し
て
有
効
な
た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

‌　
　

避
難
情
報
の
変
更
で
早
め
の
避
難

行
動
を
心
掛
け
る
人
が
多
く
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
避
難
所
は
密
を
避
け
る
た

め
に
収
容
人
数
を
減
ら
し
て
お
り
、
受

け
入
れ
で
き
な
い
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。

避
難
所
や
避
難
場
所
を
さ
ら
に
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
の
想
定
避
難
者
数
は
、
被
害

想
定
が
最
大
と
な
る
条
件
で
の
試
算
で

約
15
万
９
千
人
と
な
る
。
市
全
体
で
必

要
な
避
難
ス
ペ
ー
ス
確
保
は
可
能
だ
が
、

さ
ら
に
補
助
的
な
避
難
所
と
し
て
公
民

館
な
ど
合
計
43
施
設
を
確
保
し
て
い
る
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
方
法
と

　

行
政
区
の
ま
ち
づ
く
り

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接

種
は
、
近
く
の
医
院
な
ど
で
誰
で
も
接

種
で
き
る
体
制
が
必
要
で
あ
り
、
集
団

接
種
は
仕
事
を
持
つ
世
代
や
若
年
層
向

け
に
各
区
の
会
場
を
増
強
す
べ
き
で
あ

る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
将
来
的
に
続
く

と
予
想
さ
れ
、
今
か
ら
対
応
で
き
る
土

台
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

身
近
な
地
域
の
医
療
機
関
や
訪
れ

や
す
い
集
団
接
種
会
場
で
の
接
種
、
予

約
の
取
り
や
す
さ
な
ど
、
ど
な
た
に
も

優
し
い
接
種
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

本
市
は
区
役
所
を
市
政
の
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
と
し
、
行
政
区
単
位
で
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
分
権

型
政
令
市
を
掲
げ
て
き
た
。
区
づ
く
り

予
算
と
老
朽
化
が
進
む
西
蒲
区
、
南
区

の
区
役
所
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

区
の
役
割
に
応
じ
た
予
算
の
確
保

に
努
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
災

害
時
の
拠
点
と
い
っ
た
区
役
所
の
果
た

す
べ
き
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
整
備

の
方
向
性
を
整
理
、
検
討
し
て
い
く
。

若
年
が
ん
患
者
の
在
宅
介
護
支
援
と

　

既
卒
者
の
学
び
直
し
教
育
機
会
の
保
障

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

在
宅
で
闘
病
す
る
40
歳
未
満
の
若

年
が
ん
患
者
は
、
介
護
保
険
な
ど
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
外
で
介
護
費
用
が

全
額
自
己
負
担
で
あ
る
。
政
令
市
７
市

で
は
訪
問
介
護
や
福
祉
用
具
の
費
用
の

９
割
相
当
額
を
助
成
し
て
い
る
。
本
市

で
も
同
様
の
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

費
用
の
助
成
も
含
め
た
支
援
策
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
で
の
相
談
内
容
か

ら
見
え
る
現
状
な
ど
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
国
の
動
向
や
他
都
市
の
事
例
を

注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

‌　
　

不
登
校
な
ど
で
義
務
教
育
を
受
け

る
機
会
を
逸
し
、
社
会
で
不
利
益
を
受

け
て
い
る
既
卒
者
に
学
び
直
し
の
機
会

を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
機
会

確
保
法
に
基
づ
き
、
夜
間
中
学
の
開
設

や
、
市
立
高
校
で
の
義
務
教
育
課
程
の

学
び
直
し
の
支
援
が
急
務
で
は
な
い
か
。

　
　

夜
間
中
学
開
設
に
つ
い
て
県
と
情

報
共
有
し
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
市

立
高
校
で
の
学
び
直
し
を
目
的
と
し
た

独
自
科
目
の
開
設
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

(

教
育
長)

「
あ
い
さ
つ
課
」の
取
り
組
み
と

　

防
災
標
語
の
策
定

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

‌　
　

長
野
県
須
坂
市
役
所
で
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
新
規
採
用
職
員
研
修
の
グ

ル
ー
プ
「
あ
い
さ
つ
課
」
に
よ
る
活
動

で
あ
い
さ
つ
を
通
じ
た
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
る
。
選
ん
で
も
ら
う
新
潟
市

に
な
る
第
一
歩
と
し
て
、
本
市
も
同
様

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

紹
介
事
例
の
よ
う
な
取
り
組
み
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

を
用
い
て
職
場
の
活
性
化
や
職
員
の
人

材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

‌　
　

東
日
本
大
震
災
の
際
の
い
わ
ゆ
る

釜
石
の
奇
跡
は「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」の

標
語
で
防
災
教
育
を
受
け
た
小
・
中
学

生
に
よ
る
避
難
行
動
の
実
践
例
で
あ
る
。

本
市
も
「
新
潟
版
・
津
波
て
ん
で
ん

こ
」
な
ど
防
災
標
語
を
策
定
・
周
知
し
、

教
育
現
場
で
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

津
波
の
際
に
は
、
ま
ず
自
分
の
命

を
守
る
行
動
が
第
一
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
て
も
ら
う
た
め
、
標
語
を
含
め
市

民
の
意
識
付
け
を
効
果
的
に
行
う
方
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

●津波てんでんこ
　第１回全国沿
岸市町村津波サ
ミットで成立し
た標語。
　岩手県三陸地
方で「津波が来
たら、てんでば
らばらに一人で
高台へ逃げろ」
という意味で伝
えられてきた。

▼‌‌
一
般
質
問
者
は
24
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼‌
‌

の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

●病児・病後児保育
　病気や病気回復期にある子ども（生後６か月から小学
６年生まで）を保護者の就労などにより家庭で保育でき
ない場合に、医療機関または保育園などに併設した施設
で一時的に預かる保育サービス。
　市内全ての病児・病後児保育室では、令和３年４月か
ら、保育園などに登園した子どもが体調不良になった場
合で保護者の迎えが困難なときに、病児・病後児保育室
で一時的に預かるため、看護師などが緊急的に送迎を行
う新たなサービスを開始している。

再
開
発
事
業
に
係
る
補
助
制
度
の
効
果
と

　

必
要
な
財
源
の
確
保

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

‌　
　

「
新
潟
市
ま
ち
な
か
再
生
建
築
物

等
整
備
事
業
」
や
「
市
街
地
再
開
発
事

業
」
に
は
、
補
助
制
度
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、こ
の
補
助
制
度
に
よ
り
市
内
13

地
区
に
国
、県
、本
市
か
ら
総
額
約
２
３

５
億
円
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
き
た
。

本
市
の
街
の
魅
力
や
機
能
の
向
上
が
目

的
で
あ
る
が
、
補
助
物
件
は
分
散
し
て

お
り
、
費
用
対
効
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

耐
火
・
耐
震
ビ
ル
へ
の
建
て
替
え

に
よ
る
安
全
性
強
化
や
空
地
・
緑
地
整

備
に
よ
る
良
好
な
市
街
地
環
境
創
出
な

ど
、
市
街
地
の
機
能
と
魅
力
の
向
上
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

‌　
　

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
指
定
に

係
る
施
策
に
は
、
多
額
の
補
助
金
が
必

要
だ
が
、
補
助
制
度
に
応
え
ら
れ
る
だ

け
の
財
政
力
が
本
市
に
は
あ
る
の
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
都
市
再
生
緊

にいがた市議会だより 2令和３年（2021年）８月１日

●市議会ホームページでは会議録など、さまざまな議会情報を掲載しています。どうぞご利用ください。http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html



（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
拡
充
と

　

東
区
で
の
視
聴
覚
資
料
貸
し
出
し

佐
藤　

誠
（
新
潟
市
公
明
党
）

‌　
　

台
風
や
大
雨
な
ど
の
災
害
に
備
え
、

前
も
っ
て
各
家
庭
環
境
に
合
っ
た
避
難

行
動
を
時
系
列
で
整
理
す
る
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
、
親
子
防
災
講
座
な
ど
で

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
水
害
以

外
で
も
作
成
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て

避
難
行
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
か
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
含
め
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

‌　
　

東
区
の
図
書
館
や
図
書
室
に
は
、

他
の
７
区
に
は
あ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視

聴
覚
資
料
の
取
り
扱
い
が
な
い
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
に
質
問
し

た
際
に
は
、
貸
し
出
し
方
法
の
工
夫
を

今
後
研
究
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
現
在
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

東
区
内
で
の
視
聴
覚
資
料
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、
東
区
プ
ラ
ザ
図
書

室
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
予
約
い
た

だ
く
方
式
で
、
７
月
中
に
貸
し
出
し
を

開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。（
教
育
長
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
市
長
の
決
意
と

　

接
種
し
な
い
選
択
肢
の
尊
重

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

予
約
方
法
な
ど
の
運
用
が
各
自
治
体
の

裁
量
に
よ
る
た
め
、
自
治
体
間
で
差
が

出
て
い
る
。
今
後
、
64
歳
以
下
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
本
格
化
す
る
中
で
、
社
会

を
再
興
し
て
い
く
た
め
に
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
実
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

希
望
す
る
人
が
混
乱
な
く
安
心
し

映
さ
せ
た
一
定
の
結
果
を
示
し
た
い
。

‌　
　

こ
れ
か
ら
は
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
人
材
を
育
て
る
た
め
今
ま
で
以
上
に

教
育
が
重
要
で
、
未
来
の
本
市
に
教
育

の
不
足
に
よ
る
負
の
連
鎖
を
生
ん
で
は

い
け
な
い
。「
選
ば
れ
る
都
市　

新
潟
市
」

に
お
い
て
教
育
へ
の
投
資
が
重
要
と
考

え
る
が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

教
育
環
境
の
整
備
は
住
む
場
所
の

選
択
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
要
素
に
な

る
と
考
え
る
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
事
業
な
ど
を
推
進
し
、
教
育
面
で
も

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
選
ば
れ
る

新
潟
市
を
実
現
し
て
い
き
た
い
。（
教

育
長
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
挑
戦
と

　

こ
れ
か
ら
の
新
潟
ま
つ
り

内
山　

航
（
翔
政
会
）

‌　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
誰
も
が
取
り
組
む
べ

き
目
標
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
本
市
は
何
が
で
き
る
か
と

い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
。「
選
ば
れ

る
都
市　

新
潟
市
」の
実
現
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
に
手
を
挙
げ
、社
会
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●ＳＤＧｓ未来都市
　内閣府では、SDGsを原動力とした地
方創生SDGsを推進しており、優れた取
り組みを提案する自治体を「SDGs未来
都市」として選定し、その中で特に優れ
た先進的な取り組みをモデル事業として
選定して支援し、成功事例の普及を促進
している。
　これまで全国で124の自治体が、SDGs
未来都市に選定されている。

　
　

本
市
が
持
続
可
能
な
世
界
の
実
現

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
多
く

●病児・病後児保育
　病気や病気回復期にある子ども（生後６か月から小学
６年生まで）を保護者の就労などにより家庭で保育でき
ない場合に、医療機関または保育園などに併設した施設
で一時的に預かる保育サービス。
　市内全ての病児・病後児保育室では、令和３年４月か
ら、保育園などに登園した子どもが体調不良になった場
合で保護者の迎えが困難なときに、病児・病後児保育室
で一時的に預かるため、看護師などが緊急的に送迎を行
う新たなサービスを開始している。

再
開
発
事
業
に
係
る
補
助
制
度
の
効
果
と

　

必
要
な
財
源
の
確
保

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

‌　
　

「
新
潟
市
ま
ち
な
か
再
生
建
築
物

等
整
備
事
業
」
や
「
市
街
地
再
開
発
事

業
」
に
は
、
補
助
制
度
が
あ
る
。
こ
れ

ま
で
、こ
の
補
助
制
度
に
よ
り
市
内
13

地
区
に
国
、県
、本
市
か
ら
総
額
約
２
３

５
億
円
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
き
た
。

本
市
の
街
の
魅
力
や
機
能
の
向
上
が
目

的
で
あ
る
が
、
補
助
物
件
は
分
散
し
て

お
り
、
費
用
対
効
果
は
上
が
っ
て
い
な

い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

耐
火
・
耐
震
ビ
ル
へ
の
建
て
替
え

に
よ
る
安
全
性
強
化
や
空
地
・
緑
地
整

備
に
よ
る
良
好
な
市
街
地
環
境
創
出
な

ど
、
市
街
地
の
機
能
と
魅
力
の
向
上
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

‌　
　

都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
指
定
に

係
る
施
策
に
は
、
多
額
の
補
助
金
が
必

要
だ
が
、
補
助
制
度
に
応
え
ら
れ
る
だ

け
の
財
政
力
が
本
市
に
は
あ
る
の
か
。

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
都
市
再
生
緊

て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
の
変
化
に
対
し
、
柔
軟

か
つ
機
動
的
に
対
応
し
て
い
く
。

‌　
　

長
期
的
な
リ
ス
ク
へ
の
不
安
や
体

質
な
ど
を
理
由
に
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
な
い
選
択
も
あ
る
。
接
種
が
任
意
で

あ
る
以
上
、
差
別
な
ど
は
許
さ
れ
ず
配

慮
が
必
要
だ
が
、
接
種
し
な
い
選
択
肢

の
尊
重
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

接
種
を
し
な
い
選
択
肢
も
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
差
別
や
偏
見
な

ど
は
許
さ
れ
な
い
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
や

職
業
に
応
じ
た
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

除
雪
体
制
等
検
証
会
議
の
結
果
と

　

選
ば
れ
る
新
潟
市
の
教
育
へ
の
投
資

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

‌　
　

除
雪
体
制
等
検
証
会
議
で
は
今
後

さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
検
証
を
行
い
、
結

果
は
い
つ
ご
ろ
示
さ
れ
る
の
か
。
区
に

よ
っ
て
積
雪
量
や
地
域
状
況
が
違
い
、

被
害
状
況
も
異
な
る
が
、
全
市
的
な
結

果
だ
け
で
な
く
、
各
区
に
寄
り
添
っ
た

内
容
も
示
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

６月に開催された除雪体制等検証会議の様子

　
　

各
区
と
連
携
し
な
が
ら
検
証
し
、

降
雪
前
を
め
ど
に
、
各
区
の
事
情
を
反

の
人
や
企
業
に
選
ば
れ
る
た
め
に
も
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
挑
戦
し
未
来
に

引
き
継
げ
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
き
た
い
。

‌　
　

新
潟
ま
つ
り
が
２
年
連
続
で
中
止

と
な
り
残
念
だ
が
、
今
こ
そ
新
潟
ま
つ

り
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
原

点
に
立
ち
返
り
、
祭
り
を
楽
し
み
た
い

市
民
が
自
ら
盛
り
上
げ
、
子
ど
も
た
ち

が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
新
し
い
新
潟

ま
つ
り
に
し
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
ふ
さ
わ
し
い
祭

り
を
作
る
良
い
機
会
と
捉
え
、
関
係
者

と
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
け
る
新
潟

ま
つ
り
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

特
定
失
踪
者
に
関
す
る
働
き
掛
け
と

　

病
児
・
病
後
児
保
育
室
の
利
用
対
象

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

‌　
　

昭
和
49
年
２
月
24
日
に
佐
渡
で

消
息
を
絶
っ
た
西
蒲
区
出
身
の
大
澤
孝

司
さ
ん
は
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
疑
い

の
あ
る
特
定
失
踪
者
に
含
ま
れ
て
い
る
。

一
日
も
早
い
救
出
の
た
め
に
も
政
府
は

特
定
失
踪
者
を
拉
致
被
害
者
と
認
定
し
、

国
家
と
し
て
の
動
き
を
加
速
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
本
市
は
ど

の
よ
う
な
働
き
掛
け
を
し
て
い
る
か
。

　
　

大
澤
孝
司
さ
ん
ら
特
定
失
踪
者
を

は
じ
め
行
方
不
明
者
の
方
の
全
容
解
明

に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む
よ
う
国
に

要
望
し
て
い
る
。

‌　
　

子
ど
も
が
急
に
病
気
に
な
っ
た
際

に
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
病
児
・
病
後

児
保
育
室
は
各
区
に
合
計
11
施
設
あ
り
、

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
と
の
こ
と

だ
が
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
の
範
囲
は
。

　
　

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
生
後
６

か
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童
が

対
象
で
、
市
内
居
住
者
に
加
え
、
今
年

度
か
ら
保
護
者
が
本
市
に
通
勤
し
て
い

る
な
ど
の
市
外
児
童
も
対
象
と
し
た
。

急
整
備
地
域
指
定
に
係
る
施
策
に
つ
い

て
は
、
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

●都市再生緊急整備地域
　都市再生特別措置法に基づき、都
市の再生の拠点として、都市開発事
業などを通じて緊急かつ重点的に市
街地の整備を推進すべき地域として
国が政令で指定するもの。
　都市再生緊急整備地域に指定され
たエリアでは、容積率制限の緩和や
金融支援、税制支援などの特例の活
用が可能となる。

洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

　

特
別
支
援
教
育
の
環
境

佐
藤　

正
人（

翔
政
会
）

‌　
　

災
害
発
生
時
の
避
難
行
動
の
中
で
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
新
潟
市

総
合
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
あ
る
。
出
水

期
に
入
っ
た
今
、
大
雨
に
よ
る
河
川
の

増
水
や
土
砂
災
害
に
注
意
が
必
要
で
あ

る
が
、洪
水
・
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
示
さ
れ
て
い
る
避
難
所
情
報
を
周

知
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
監
視
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

洪
水
時
に
開
設
す
る
避
難
所
の
把

握
を
市
報
な
ど
で
呼
び
掛
け
る
他
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
で
は
、
各
区
で

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ

た
応
急
対
策
を
行
う
な
ど
、
強
固
な
監

視
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

‌　
　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
幼

児
・
児
童
・
生
徒
が
増
加
す
る
中
で
一

人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

適
切
な
指
導
お
よ
び
支
援
を
す
る
た
め

の
教
員
や
教
室
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

国
の
基
準
ど
お
り
教
職
員
を
配
置

し
た
他
、
空
き
教
室
の
活
用
や
、
増
築

な
ど
で
教
室
数
を
確
保
し
て
い
る
。（
教

育
長
）

にいがた市議会だより3 令和３年（2021年）８月１日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。



新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

　

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

‌　
　

高
齢
者
施
設
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
関
係
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

施
設
の
協
力
医
療
機
関
が
接
種
に
対
応

し
て
い
な
い
場
合
に
遅
れ
が
生
じ
て
い

る
と
聞
く
。
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ス

キ
ー
ム
の
確
立
・
拡
充
が
必
要
で
は
な

い
か
。
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
従
事
者
を
含
め

た
接
種
の
加
速
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

施
設
接
種
の
医
師
を
確
保
す
る
た

め
、
医
療
機
関
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進

め
、
出
張
接
種
へ
の
協
力
金
の
活
用
と

協
力
を
呼
び
掛
け
る
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス

関
係
者
へ
は
優
先
接
種
の
周
知
を
行
う
。

‌　
　

営
業
時
間
短
縮
の
要
請
に
協
力
し

た
飲
食
店
に
支
給
す
る
感
染
症
拡
大
防

止
協
力
金
に
つ
い
て
、
現
在
の
申
請
状

況
、
支
給
実
績
、
申
請
受
理
か
ら
支
給

ま
で
に
要
し
て
い
る
日
数
を
伺
う
。

　
　

６
月
18
日
ま
で
に
申
請
１
９
２
０

件
、
う
ち
１
８
０
５
件
は
順
次
振
り
込

み
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
支
給
ま
で

約
２
週
間
か
ら
３
週
間
を
要
し
て
い
る
。

●‌‌新型コロナウイルス‌
感染症拡大防止協力金

　新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、新
潟県が行う営業時間短縮
の協力要請に全面的に協
力した飲食店などに対し
て支給する協力金。
　支給額は施設の事業規
模（売上高または売上高
の減少額）による。

多
頭
飼
育
崩
壊
へ
の
対
応
と

　

奨
学
金
返
還
特
別
免
除
制
度
の
拡
充

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

‌　
　

環
境
省
は
昨
年
度
ま
と
め
た
多
頭

飼
育
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
社
会

福
祉
部
局
、
動
物
愛
護
部
局
な
ど
多
様

な
関
係
主
体
が
連
携
・
協
働
し
た
予
防

と
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
考
え
方

や
対
策
を
示
し
て
い
る
。
本
市
で
は
多

頭
飼
育
崩
壊
の
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
対
応
を
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

多
頭
飼
育
崩
壊
を
防
ぐ
に
は
、
初

期
段
階
で
の
発
見
と
そ
の
後
の
対
応
、

再
発
防
止
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。

民
間
の
動
物
愛
護
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、
会
議
・
研
修
会
な
ど
を
通

じ
て
協
力
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。

●多頭飼育崩壊
　多数の動物を飼育する中、適正に飼育
できる数を超えた結果、経済的に破綻す
るなど、動物の飼育ができなくなる状況
のこと。飼い主の生活状況だけでなく、動
物の状態や周辺生活環境も悪化する。
　この状況を未然に防ぐため「新潟市動
物の愛護及び管理に関する条例」で、犬
猫合せて10匹以上を飼育している場合の
届け出を義務付けている。

‌　
　

定
住
し
就
職
す
る
な
ど
の
条
件
で

奨
学
金
の
返
済
を
自
治
体
が
支
援
す
る

と
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
国
の
制

度
を
活
用
し
て
、
本
市
の
奨
学
金
返
還

特
別
免
除
制
度
を
拡
充
し
、
若
者
の
定

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　

若
者
の
地
元
定
着
を
進
め
る
こ
と

は
有
意
義
で
あ
り
、
先
行
都
市
の
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。（
教

育
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る

　

交
通
弱
者
へ
の
対
応
と
大
規
模
接
種
会
場

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

‌　
　

高
齢
者
な
ど
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
い
て
は
、
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
が

な
く
困
っ
て
い
る
方
々
が
接
種
を
諦
め

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
移
動
式
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
バ
ス
や
各
区
に
お
け
る
地
域

の
身
近
な
施
設
に
、
医
師
や
看
護
師
を

派
遣
し
て
接
種
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

身
近
に
接
種
会
場
が
あ
る
と
よ
い

な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
会
場

増
設
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
く
。

‌　
　

大
規
模
接
種
会
場
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
経
済
を
立
て
直
す
観
点
か
ら
も
、
接

客
を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
方
々
が

年
齢
に
関
係
な
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

64
歳
以
下
で
も
接
種
の
優
先
度
が

高
い
方
々
へ
の
接
種
を
進
め
る
こ
と
は
、

感
染
拡
大
と
重
症
化
を
防
ぐ
目
的
か
ら

も
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
接
種

が
お
お
む
ね
完
了
す
る
め
ど
が
立
つ
と

判
断
で
き
れ
ば
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
と

　

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
設
置

細
野　

弘
康

（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
が
問
わ

れ
て
い
る
。
各
セ
ン
タ
ー
で
蓄
積
さ
れ

た
子
育
て
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
や
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
今
後
の
在
り
方
を

し
っ
か
り
と
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
は
施
設
間
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
と
と
も

に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
を
地
域
の
相
談
体
制
の

構
築
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

‌　
　

今
後
設
置
さ
れ
る
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
は
、
子
育
て
支
援
施
策
を

進
め
る
上
で
大
き
な
土
台
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
や
保
護
者
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
の
拡
充
に
つ

な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
設
置
に

よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
何
か
伺
う
。

　
　

支
援
拠
点
が
、
子
ど
も
・
子
育
て

に
関
す
る
相
談
窓
口
と
一
体
化
さ
れ
る

こ
と
で
、
市
民
が
よ
り
相
談
し
や
す
く

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

●子ども家庭総合支援拠点
　平成28年の児童福祉法等の一部
を改正する法律により、市区町村
が子どもを取り巻く福祉向上を目
的に設置に努めるとされたもの。
　子どもとその家庭および妊産婦
に関する支援（実情の把握、情報
提供、調査、指導、関係機関との
連絡調整など）を一体的に担う機
能を有することとされている。

児
童
養
護
施
設
な
ど
退
所
後
の
支
援
と

　

精
神
障
が
い
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

‌　
　

施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
多
く
は
虐
待
経
験
が
あ
り
、
人
と

の
関
係
づ
く
り
が
苦
手
で
あ
る
な
ど
の

困
難
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
も
い
る
。

退
所
後
の
生
活
状
況
が
不
安
定
に
な
ら

な
い
よ
う
、
進
路
相
談
や
居
住
支
援
な

ど
を
専
門
に
行
う
職
員
を
配
置
し
、
自

立
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　

本
市
で
は
児
童
福
祉
司
が
、
里
親

や
施
設
職
員
、
教
育
・
医
療
機
関
と
連

携
し
退
所
後
の
支
援
を
し
て
い
る
が
、

適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
に
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
も
検
討
す
る
。

‌　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、

き
め
細
か
な
対
応
も
必
要
で
あ
る
。
大

勢
の
人
が
集
ま
る
集
団
接
種
会
場
に
入

る
こ
と
へ
の
精
神
的
負
担
な
ど
、
不
安

を
抱
え
る
精
神
障
が
い
者
に
対
し
、
個

別
の
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

集
団
接
種
で
は
、
事
前
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
、
個
室
の
用

意
や
パ
ニ
ッ
ク
時
の
対
応
な
ど
安
心
し

て
接
種
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

福
祉
施
設
へ
の
市
有
地
な
ど
の
貸
し
付
け
と

　

学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
設
置

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

‌　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
障
が
い
者
通
所
施

設
は
、
家
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
自
治
体
が
施

設
建
設
や
運
営
を
行
う
べ
き
と
も
考
え

ら
れ
る
。
本
市
か
ら
福
祉
施
設
へ
の
土

地
・
建
物
の
貸
し
付
け
は
有
償
で
は
な

く
、
原
則
無
償
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

障
が
い
福
祉
施
設
に
対
す
る
市
有

地
な
ど
の
貸
し
付
け
有
償
化
や
減
額
率

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
設
立
経

緯
や
財
務
状
況
を
確
認
し
、
事
業
者
と

協
議
の
上
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

‌　
　

「
生
理
の
貧
困
」
が
起
き
た
各
国

で
は
、
学
校
で
の
生
理
用
品
提
供
は
学

習
権
の
保
障
で
あ
り
、
尊
厳
あ
る
生
理

期
間
を
過
ご
せ
な
い
こ
と
は
人
権
に
関

わ
る
問
題
だ
と
の
議
論
が
あ
る
。
感
染

症
対
策
の
上
で
も
、
学
校
の
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

●生理の貧困
　経済的な理由などにより、生理
用品の入手が困難な状況。
　生理の貧困は、女性の健康の観
点だけでなく、女性としての尊厳
の観点からも重要な問題であるた
め、ひとり親世帯や若年女性、単
身女性などで、さまざまな困難を
抱える女性に寄り添う、多様な支
援の必要性が高まっている。

　
　

困
難
な
状
況
を
抱
え
る
児
童
生
徒

の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
理
用

品
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
実
施
中
の
自

治
体
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
検
討
す
る
。

（
教
育
長
）

出
張
所
の
機
能
強
化
と

　

本
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

竹
内　

功

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

‌　
　
「
何
の
た
め
の
合
併
だ
っ
た
の
か
」

と
の
声
が
、
い
ま
だ
に
旧
町
村
に
あ
る
。

旧
役
場
は
出
張
所
と
な
り
役
場
機
能
が

失
わ
れ
た
が
、
旧
町
村
の
住
民
の
声
が

行
政
に
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
は
合
併

の
弊
害
の
要
因
で
あ
り
、「
役
場
機
能
の

縮
小
」
が
住
民
の
生
活
に
与
え
た
影
響

は
地
域
の
衰
退
で
あ
る
。
出
張
所
の
機

能
強
化
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

各
出
張
所
は
地
域
密
着
の
機
関
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、

機
能
の
一
律
強
化
は
難
し
く
、
各
地
域

で
の
行
政
機
関
や
公
共
施
設
全
体
の
在

り
方
と
と
も
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

‌　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を

表
明
し
た
本
市
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
を
公
共
施
設
に
導
入
す

る
具
体
的
な
状
況
に
あ
る
が
、
本
年
度

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

未
利
用
の
市
有
地
で
自
家
消
費
型

太
陽
光
発
電
の
導
入
を
予
定
す
る
他
、

小
規
模
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
の
モ
デ
ル
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

再生可能エネルギー発電事業として中央卸売
市場に設置されているソーラーパネル

にいがた市議会だより 4令和３年（2021年）８月１日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）



防
犯
カ
メ
ラ
設
置
後
の
市
の
対
応
と

　

基
幹
水
利
施
設
の
管
理
費
負
担

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

‌　
　

市
の
補
助
事
業
で
多
く
の
防
犯
カ

メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
犯
罪
捜
査

に
は
有
効
な
資
料
と
な
る
反
面
、
不
適

切
な
運
用
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
設
置
後
も

管
理
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
市
と
し
て

一
定
の
関
与
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
は
補
助
事
業
に
よ
る
設
置
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
設
置

後
の
管
理
・
運
用
の
現
状
確
認
や
注
意

喚
起
を
図
る
と
と
も
に
、
設
置
効
果
や

活
用
事
例
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

‌　
　

低
平
地
に
位
置
す
る
本
市
に
と
っ

て
水
害
の
防
止
に
不
可
欠
な
排
水
機
場

な
ど
の
基
幹
水
利
施
設
は
、
公
共
性
、

公
益
性
の
高
い
施
設
で
あ
る
。
施
設
の

整
備
や
管
理
に
係
る
本
市
の
支
援
・
取

り
組
み
状
況
と
農
家
の
管
理
費
負
担
軽

減
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　

農
家
負
担
の
軽
減
に
向
け
、
関
係

機
関
と
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
管
理
費

に
お
け
る
行
政
と
農
家
の
負
担
割
合
に

つ
い
て
も
合
理
性
を
検
証
し
て
い
く
。

保
育
士
な
ど
へ
の
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
と

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
の
拡
大

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

‌　
　

多
数
の
子
ど
も
と
接
す
る
保
育
士

や
学
校
の
教
職
員
な
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
対
象
と
な
っ
た
。

接
種
会
場
や
予
約
の
取
り
や
す
さ
、
夜

間
接
種
や
特
別
休
暇
制
度
な
ど
の
現
場

の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
、
効
率
的
な
接

種
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
　

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
お
り
、
夜
間
や
土
日
の
接
種
を

増
や
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
今

後
も
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

‌　
　

本
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１
年
が
た

つ
。
宣
誓
し
た
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
、
結

婚
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
結
婚
応
援
パ

ス
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
の
対
象
と
し
た
こ

と
を
評
価
す
る
が
、
犯
罪
被
害
者
等
見

舞
金
支
給
事
業
で
の
位
置
付
け
を
伺
う
。

　
　

遺
族
見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
宣
誓

制
度
に
基
づ
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
形
成
し
て
い
る
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
、

事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
者
と
み
な

し
、
支
給
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

●‌‌犯罪被害者等見
舞金支給事業

　犯罪の被害に
遭った方やその遺
族に対し、犯罪被
害によって生じる
経済的な負担を軽
減できるよう、重
傷病見舞金や遺族
見舞金を支給する
制度。

　

７
月
１
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
た
各

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
全
般

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
が
、

先
行
き
は
い
ま
だ
に
不
透
明
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
据
え
、

機
動
的
か
つ
柔
軟
な
財
政
出
動
を
望
む
。

●
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
見
込
み

　

約
30
億
円
の
繰
越
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
し
む
市
民
や
飲
食
店
、
宿
泊
業
な

ど
の
業
界
の
要
望
に
応
え
、
早
期
に
政

策
を
立
て
る
か
、
基
金
に
積
み
立
て
る

な
ど
、
市
民
生
活
改
善
の
た
め
に
、
有

効
活
用
を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

●
中
学
校
空
調
設
備
更
新
事
業

　

工
事
の
完
了
ま
で
、
子
ど
も
や

教
職
員
の
体
調
に
影
響
が
な
い
よ

う
対
策
を
求
め
る
。

総 務文教経済

正
に
行
う
こ
と
を
望
む
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
金

　

寄
り
添
っ
た
支
援
と
早
急
な
支
給
、

相
談
体
制
の
強
化
や
人
員
不
足
へ
の
対

応
策
を
求
め
る
。
ま
た
困
窮
者
の
実
態

把
握
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
。

●
新
潟
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事

業
　

新
潟
駅
周
辺
へ
の
民
間
投
資
に

も
つ
な
が
る
側
面
が
あ
る
た
め
、

適
切
な
予
算
執
行
に
努
め
、
関
係
機
関

と
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
を
望
む
。
ま
た
事
業
の

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
や
見
通
し
に
つ
い
て
、
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
も
併
せ
、
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
、
情
報
公
開
を
図

る
こ
と
を
望
む
。

●
除
雪
体
制
の
充
実

　

除
雪
資
機
材
な
ど
を
計
画
的
に
更
新

し
、
万
全
を
期
す
こ
と
を
望
む
。

　

さ
ら
な
る
予
算
措
置
を
望
む
と
と
も

に
、
行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
望
む
。

環境建設

　

今
後
も
適
切
に
改
修
、
修
繕
し
て
い

く
こ
と
を
望
む
。

●
新
潟
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の
定

数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

農
業
の
担
い
手
不
足
解
消
と
、
多
様

な
農
業
者
の
声
を
地
域
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
女
性
や
若
者
が
農
業
従
事
者
と

し
て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
委
員

の
人
材
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
む
こ

と
を
望
む
。

●
女
性
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

支
援
が
行
き
届
き
に
く
い
女
性

を
掘
り
起
こ
し
、
事
業
終
了
後
も
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
協
力
連
携
体
制

を
深
化
さ
せ
、
新
た
な
施
策
の
展
開
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
望
む
。

●
新
潟
市
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

　

営
利
、
宣
伝
ま
た
は
営
業
上
の
目
的

で
の
利
用
を
許
可
す
る
こ
と
は
、
民
間

活
力
を
活
用
し
た
初
め
て
の
試
み
と
し

て
評
価
す
る
が
、
行
き
過
ぎ
た
物
販
行

為
と
な
ら
ぬ
よ
う
、
規
則
や
指
定
管
理

者
選
定
時
の
仕
様
書
な
ど
に
定
め
、
適

市民厚生

常
任
委
員
長
報
告
の
要
旨

単位（円）

� 会派名など

支出項目など

翔政会
（26人）

日本共産党
新潟市議会
議員団
（５人）

民主
にいがた
（５人）

新潟市
公明党
（４人）

新市民
クラブ
（４人）

市民ネット
にいがた
（３人）

無所属
（１人）

無所属
（１人）

無所属
（１人） 合計

収　　　入 46,800,000 10,350,000 9,000,000 7,200,000 7,170,000 5,400,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000 90,240,000

支
　
　
　
出

調 査 研 究 費 2,862,665 314,351 330,219 306,098 213,091 250,224 899 117,293 56,733 4,451,573

研 修 費 77,346 35,880 0 0 0 0 0 4,200 0 117,426

広 報 費 21,546,829 6,784,960 2,813,167 4,567,082 3,084,556 4,628,838 1,439,101 851,873 0 45,716,406

広 聴 費 487,000 0 0 0 0 0 0 0 0 487,000

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 作 成 費 0 0 0 0 132,000 12,584 0 190,000 0 334,584

資 料 購 入 費 1,345,634 536,122 365,997 822,918 340,699 85,222 0 119,472 22,729 3,638,793

人 件 費 3,083,103 1,533,567 180,000 0 45,000 93,132 0 0 0 4,934,802

事 務 所 費 2,329,269 499,478 1,045,128 0 210,769 330,000 0 22,365 0 4,437,009

計 31,731,846 9,704,358 4,734,511 5,696,098 4,026,115 5,400,000 1,440,000 1,305,203 79,462 64,117,593

残　　　額 15,068,154 645,642 4,265,489 1,503,902 3,143,885 0 0 134,797 1,360,538 26,122,407

●政務活動費の交付額は、会派が「会派交付（所属議員数×月額150,000円）」または「会派および議員交付（会派交付分：所属議員数×月額30,000円、議員交付分：月額120,000円）」
の２通りから選択することにしています。また会派に属さない議員（無所属）には、議員交付分の月額120,000円を交付しています。　●紙面の都合上、表は会派別に会派交付分と議
員交付分の合計を記載しています（日本共産党新潟市議会議員団、市民ネットにいがたは会派交付を選択）。会派交付分および議員交付分の内訳は市議会ホームページに掲載していま
す。　●各会派の人数は、令和３年４月30日（政務活動費収支報告書提出期限）時点の人数を記載しています。　●政務活動費収支報告書と領収書などの支払証拠書類は、議会事務局
で閲覧することができます。写しが必要な場合は1面につき10円を負担いただきます。また市議会ホームページでもご覧いただけます。                         

令和２年度　政務活動費執行状況　（令和２年４月～令和３年３月交付分）

■市立万代高校（令和３年７月７日）
　市議会では、主に中学生・高校生を対象に、主権者教
育の推進に取り組んでおり、未来の有権者が選挙・地方
自治制度への理解を深め、自分たちの住む地域社会の諸
課題を見いだし、解決に向け自ら参画する意欲の醸成を
図っています。
　７月７日に金子副議長および議員９人が万代高校（中
央区）を訪れ、１年生246人と共に「交通事故多発地点の
対策」についての模擬市議会をロールプレイング方式で
行い、生徒の代表の皆さんから議長、市長、議員役を体
験してもらいながら、合意形成や意思決定についての学
びを支援しました。
　市議会は、今後も積極的に主権者教育に協力していき
ます。

主権者教育推進への取り組み

模擬市議会の様子

にいがた市議会だより5 令和３年（2021年）８月１日

●目の不自由な方を対象に市議会だより点字版・音声版（デイジー版、一般用ＣＤ版）を申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）



■ 議 案 と そ の 結 果 ■
５月臨時会【市長提出】
議 案 番 号 件　　　名 結果
第 42 号 令和３年度新潟市一般会計補正予算 可決
第 43 号 新潟市介護保険条例の一部改正について［新型コロナウイルス感染症対

策に伴い、介護保険料の減免申請手続に関する規定を整備するもの］
可決

第 44 号 市長専決処分について 承認
緊急議案第1号 監査委員の選任について 同意

６月定例会【市長提出】
議 案 番 号 件　　　名 結果
第 45 号 令和３年度新潟市一般会計補正予算 可決
第 46 号 新潟市農業委員会の委員等の定数に関する条例の制定について［農業委

員会の統合に伴い、関連する規定を整備するもの］
可決

第 47 号 新潟市地域保健福祉センター条例の一部改正について［秋葉区新津健康
センターの指定管理者制度の導入及び開館時間の変更等に伴い、関連す
る規定を整備するもの］

可決

第 48 号 新潟市新津育ちの森条例の一部改正について［施設の移転及び開館時間
等の変更に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第 49 号 新潟市コミュニティセンター及びコミュニティハウス条例の一部改正に
ついて［曽野木コミュニティセンターの設置及び小杉地区コミュニティ
センターの開館時間の変更等に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第 50 号 新潟市市税条例等の一部改正について［地方税法の一部改正に伴い、関
連する規定を整備するもの］

可決

第 51 号 新潟市固定資産評価審査委員会条例の一部改正について［行政手続にお
ける押印見直しの取組みに伴い、審査申出書等の押印を不要とするもの］

可決

第 52 号 新潟市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正につ
いて［省令の改正に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第 53 号 新潟市婦人保護施設の設備及び運営の基準に関する条例等の一部改正に
ついて［省令の改正に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第 54 号 新潟市救護施設、更生施設、授産施設及び宿所提供施設の設備及び運営
の基準に関する条例の一部改正について［省令の改正に伴い、関連する
規定を整備するもの］

可決

第 55 号 新潟市小須戸地区花とみどりのシンボルゾーン条例の一部改正について
［開園時間の変更に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第 56 号 新潟市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
について［市場周辺地区地区計画の変更及び坂井地区地区計画の追加に
伴うもの］

可決

第 57 号 阿賀北広域組合の解散について［新潟市と阿賀野市で組織する阿賀北広
域組合を解散するもの］

可決

第 58 号 阿賀北広域組合の解散に伴う財産処分について［阿賀北広域組合の解散
に伴う財産処分について定めるもの］

可決

第 59 号 阿賀北広域組合の規約の変更について［阿賀北広域組合の解散に伴い生
じる事務等の承継先を定めるもの］

可決

第 60 号 新潟県公安委員会委員の推薦について［任期満了に伴うもの　１名］ 同意
第 61 号 契約の変更について［市道葛塚南線橋梁上部工事］ 可決
第 62 号 令和３年度新潟市一般会計補正予算 可決
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について［任期満了に伴うもの　８名］ 同意

各会派の賛否状況を市議会ホームページに掲載しています。
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お知らせ
Facebookでも新潟市
議会の情報を発信して
います

新潟市議会	FB 検索

▶スマートフォン
　はこちらから

【問い合わせ】
議会事務局調査法制課
☎025-226-3385（直通）

請願・陳情の審査状況
を市議会ホームページ
に掲載しています
新潟市議会	請願・陳情 検索

▶スマートフォン
　はこちらから

【問い合わせ】
議会事務局議事課
☎025-226-3395（直通）

にいがた市議会だより 6令和３年（2021年）８月１日

●市議会だよりに関するご感想などがありましたらお聞かせください。ご連絡は議会事務局調査法制課へ　☎025−226−3385（直通）

委 員 会 名 簿

■総務常任委員会（11人）
◎内山　　航
○豊島　　真
　阿部　松雄
　古泉　幸一

　佐藤　耕一
　平松　洋一
　田村　要介
　五十嵐完二

　加藤　大弥
　志賀　泰雄
　高橋　三義

■文教経済常任委員会（13人）
◎小柳　　聡
○内山　幸紀
　水澤　　仁
　吉田　孝志
　深谷　成信

　佐藤　正人
　荒井　宏幸
　土田　真清
　東村里恵子
　渡辺　有子

　高橋　聡子
　佐藤　　誠
　青木　　学

■市民厚生常任委員会（13人）
◎松下　和子
○小林　弘樹
　佐藤　豊美
　小野清一郎
　伊藤健太郎

　高橋　哲也
　小野　照子
　飯塚　孝子
　倉茂　政樹
　細野　弘康

　串田　修平
　石附　幸子
　小泉　仲之

■環境建設常任委員会（13人）
◎美のよしゆき
○保苅　　浩
　金子　益夫
　佐藤　幸雄
　栗原　　学

　皆川　英二
　林　龍太郎
　風間ルミ子
　宇野　耕哉
　小山　　進

　志田　常佳
　竹内　　功
　中山　　均

常 任 委 員 会

■大都市制度・行財政改革調査特別委員会（12人）
◎吉田　孝志
○倉茂　政樹
　古泉　幸一
　伊藤健太郎

　内山　　航
　豊島　　真
　東村里恵子
　加藤　大弥

　小山　　進
　志田　常佳
　青木　　学
　中山　　均

■広域観光交流促進調査特別委員会（13人）
◎佐藤　耕一
○宇野　耕哉
　阿部　松雄
　平松　洋一
　小野清一郎

　荒井　宏幸
　土田　真清
　小野　照子
　渡辺　有子
　高橋　聡子

　志賀　泰雄
　高橋　三義
　竹内　　功

■少子化調査特別委員会（12人）
◎深谷　成信
○松下　和子
　佐藤　豊美
　栗原　　学

　皆川　英二
　美のよしゆき
　高橋　哲也
　小林　弘樹

　五十嵐完二
　飯塚　孝子
　細野　弘康
　串田　修平

■農業活性化調査特別委員会（13人）
◎風間ルミ子
○小柳　　聡
　金子　益夫
　佐藤　幸雄
　水澤　　仁

　佐藤　正人
　田村　要介
　保苅　　浩
　林　龍太郎
　佐藤　　誠

　内山　幸紀
　石附　幸子
　小泉　仲之

特 別 委 員 会

◎小野清一郎
○竹内　　功
　平松　洋一
　深谷　成信

　佐藤　正人
　荒井　宏幸
　田村　要介
　伊藤健太郎

　倉茂　政樹
　宇野　耕哉
　志賀　泰雄
　高橋　三義

議 会 運 営 委 員 会（12人）

◎高橋　聡子
　高橋　哲也

　飯塚　孝子
　志賀　泰雄

　内山　幸紀
　石附　幸子

図書室運営委員会（６人）　◎は主査

◎石附　幸子
○内山　幸紀

　東村里恵子
　飯塚　孝子

　小柳　　聡
　松下　和子

広報委員会（６人）

◎小野清一郎
○風間ルミ子
　田村　要介

　伊藤健太郎
　宇野　耕哉
　志賀　泰雄

　高橋　三義
　竹内　　功

議会改革推進会議（８人）

◎…委員長　○…副委員長


